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BMP9 発現抑制と門脈肺高血圧症の病態の解明に関する研究（中間報告）
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研究要旨 
日本人の PoPH 症例における血清 BMP9 値の臨床的意義を明らかにするべく研究を継続中。現在肺高血圧モ

デルラットを作成した。

Ａ．研究目的 
門脈圧亢進症に伴う肺動脈性肺高血圧症(PoPH)

がある。疫学的には欧米では自己免疫性肝炎に多く
合併することが知られているが、近年日本を含むア
ジアにおいては C 型あるいは B 型肝炎による肝硬
変患者に多く見られることも報告されている。我々
は本年、630 例の肝硬変患者における PoPH のリス
ク因子として、息切れの自覚症状あり、女性、BNP
高値が重要であること を報告した (Hepatology
International. Atsukawa M et al.2023)。この研究に
より背景肝においては既報通り自己免疫性肝炎や
原発性胆汁性胆管炎の患者に PoPH の頻度がおお
いものの、他の B 型 C 型肝炎や脂肪肝の患者と有
意差を認めなった。よって、本邦においては自己免
疫性肝炎などに限定せずウイルス性肝炎患者にお
いても PopH のスクリーニングが必要であると考
える。

Ｂ．研究方法 
日本人の PoPH 症例における血清 BMP9 値の臨床

的意義を明らかにするべく症例の収集と血清確保
ならびに ELISA を施行中。

現在神戸大学の循環器内科と共同で肺高血圧モ
デルラットを作成した。

C．研究成果 
未到達

D．考察 
未到達

Ｅ．結論 
次年度は実際にこのモデルマウスを使用して

PoPH の病態解明に関する継続を施行していく。

Ｆ．健康危険情報 
特になし
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1. 特許取得
なし

2. 実用新案登録
なし
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